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1個のHe原子を配った事に対応する密度 (xg-1/3として矢で示 した )のまわ りに,














ぼ同じ密度,0.072i-2<n<0.077i~2,と同じ温度 T～ l oKに出現するが,その
正体は未だ判明していない｡前述のとは違う配置を持つ格子気体なのだろうか｡























(1/T2) の結果から,図 1の相図の液体と固体の部分は,はっきりと見られるが, 格
子気体や他の部分は,比熱に出現した様な顕著な姿では現らわれない｡交換エネルギー
の大きさも見積られていて,格子定数の広い幅 (3.3i≦a≦ 3.7A)で,バルクの場○































核 物質 における "固化 h
京大理 玉 垣 良
核力が,少くとも相対 S状態で斥力 coreをもつということから,斥力 core+その周
辺の引力という共通の性質を有するHe系が量子固体の相を持っ事との類推に立って,
高密度の核物質の固化の可能性が指摘された｡1)この理論的類推とベラ･パ′レサー(中性




相 一 広い意味での固体の意味で =固体"とかく一 について報告するO
1.斥力 coreの "caging"機構による固化
若し,核物質 (現実的には中性子星の高密度領域にかかわる問題なつで,高密度成分
をなす中性子のみの物質を考えている)が,He系 と同様な機構で固化すると,その原
因は斥力 coreによるgeOmetrical"caging"の機構であると言えよう｡ このような類推に
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